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令和７年度 第２回 教育委員会臨時会 会議録 

 

１．招集日時    令和７年９月３日（水）  午後１時３０分 

２．招集場所    西郷村文化センター 西郷村文化センター第２研修室 

３．出席委員     勝又 千賀子 

   佐藤 敏巳 

村田 清 

鈴木 忍 

４．説明のために出席した者 

教育長    秋山 充司 

学校教育課長   緑川 浩 

  課長補佐   高内 慎介 

学校教育係長   関根 晶子 

施設係長   鈴木 淳一 

庶務係長   角田 淳史 

生涯学習課長   黒須 賢博 

課長補佐   塩谷 慎介 

生涯学習係長   山﨑 仁宏 

体育振興係長   緑川 賢 

   

  本委員会の書記 

    庶務係長        角田 淳史 

  

５．開 会  午後１時２５分 

 

６．議 事  

議案第１６号 令和７年９月議会における議案について 

議案第１７号 西郷村立小中学校準公金取扱要綱（案）について 

報告第１４号 西郷村の望ましい教育環境のあり方に関する方針について 

 

７．その他 

（１）西郷村小中学校における全国学力・学習状況調査の結果について 

（２）令和７年度不登校児童生徒に関する定期調査について 

（３）令和７年度福島県市町村教育委員会連絡協議会県南ブロック研修会について 

（４）教育委員会視察研修について 

（５）教育委員会日程について 

（６）その他 
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学校教育課長 緑川 

 改めまして、こんにちは。 

 定刻５分ほど早いですが、全員おそろいになりましたので、ただいまより西郷村教

育委員会第２回臨時会を始めます。 

 初めに、教育長からごあいさつをお願いいたします。 

 

教育長（あいさつ） 

 

学校教育課長 緑川 

 ありがとうございました。 

 それでは、３の議題のほうに入らせていただきます。 

 議事の進行につきましては、教育長お願いいたします。 

 

教育長 

 それでは、議題に入る前に、会期についてお諮りしたいと思います。 

 本定例会、本日 1 日といたしたいと思いますが、異議はございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

教育長 

 異議なしということで、本日１日とさせていただきます。 

 

議案第 16 号 令和７年９月議会における議案について 

 

教育長 

 それでは、議題に入りたいと思います。 

 議案第 16 号 令和７年度９月議会における議案についてということで、事務局よ

り説明をお願いいたします。 

 

学校教育課課長補佐 高内（議案第16号を説明） 

生涯学習課生涯学習係長 山﨑（議案第 16 号を説明） 

生涯学習課体育振興係長 緑川（議案第 16 号を説明） 

 

教育長 

 今、説明いただきました。大変細かい点が多いわけですけれども、何か、16 号議案

につきましてご質問等ありましたらお願いいたします。 

 

村田委員 

 スクールカウンセラーについて、対象件数を教えてください。 

 

教育長 

 年間で集計していますが、今、手元にありません。 
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村田委員 

 別な質問でスクールカウンセラーとの契約は個人、団体と契約していますか。 

 

 

学校教育課長 緑川 

 個人としています。 

 

村田委員 

 費用は村単でしたか。助成金でしたか。 

 

学校教育課課長補佐 高内 

 スクールソーシャルワーカーのほうが県の委託事業として財源100％出ていますが、

スクールカウンセラーについては全く、単独事業になっています。 

 

村田委員 

 3,000 円単価に交通費も込みですか。 

 後ででもいいですから、どのぐらい実数あるのか教えてください。あと、できれば

相談の内容、どういう点で相談があるのかですね。 

 ＩＣＴ環境整備の内容を教えていただきたい。 

 

学校教育課庶務係長 角田 

 村ネットワークＶＰＮ装置交換（西郷二中・米小学校）について、バーチャルプラ

イベートネットワーク（ＶＰＮ）といいまして、仮想的に役場と同じネットワークの

仕組みが使えるようになっており、平成 20 年頃整備した当時の通信規格で 100MB が

上限の機械でした。 

 今、学校ではかなりのインターネットの通信速度が求められており、10 倍の１GB

まで使える装置に交換する内容です。 

 

村田委員 

 通信速度を上げたいということですね。 

 

学校教育課庶務係長 角田 

 そうです。校務用パソコンのネットワークは、役場を経由して校務支援システムの

サーバーに接続されています。このネットワーク環境は、100MB を上限とする古いも

ので、機械自体も約 17 年が経過し、故障してもおかしくない状態であるため今回交

換いたします。 

 ほかの学校についても、来年度も継続して改修していきたいと考えております。 

 

村田委員 

太陽光パワコンについて説明して下さい。 
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学校教育課課長補佐 高内 

 太陽光のコントロールパネルが経年劣化で壊れているので修理を計画していまし

た。 

 

村田委員 

 ありがとうございます。 

 ネット環境整備で、学校同士の定期的な連絡用ネットワークは作っていますか。 

 私が白河学園に勤めていた時、グループホームが６～７か所あって、朝の定時連絡

をＺｏｏｍで行ったところ随分省力化できました。 

 

学校教育課課長補佐 高内 

 学校同士の連絡は通常メールで行っており、定時的な連絡の仕組みは設けておりま

せん。 

 例えば、出欠やインフルエンザなどの感染症に関する情報については、県内の統一

的なシステムが導入されており、各学校で入力したものを教育委員会でも把握できる

仕組みとなっています。 

 

村田委員 

 生涯学習課のプール関係で、エミール装置について説明して下さい。 

 

生涯学習課体育振興係長 緑川 

 今回の補正には入らなかったものですが、エミール装置は、プール用水の遊離炭酸

を分解するための装置として紹介されましたが、導入したら必ず遊離炭酸を分解でき

るかを証明できていないので見送られました。 

 

村田委員 

 水質の管理のものですね。 

 

生涯学習課体育振興係長 緑川 

 エコキュートの劣化の進行を対策する機材になります。 

 

村田委員 

 以上です。ありがとうございます。 

 

教育長 

 ほかにございましたら。 

 主に修理関係が多いですが、暑い最中なので、体育館を含めたエアコンや西郷二中

には冷水機や製氷機などを導入して、状況を見て検討しています。 

 

佐藤委員 

 エアコン設置は補助金等絡めてというのはどういったことですか。 
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学校教育課施設係長 鈴木 

 補助金を頂くには下限金額があり、エアコン設置に関しては 400 万円以上に対して

補助対象分の半額となっています。今回、学校教育課で計上した多目的ホール等につ

いては、280～300 万円程で補助対象外となります。 

 しかし、国では避難所としている体育館についてエアコンを整備するよう推進して

おり、未設置の箇所の整備と体育館の整備を併せて行えば補助金も得られ、避難所の

環境も良くなるので再検討するようにと指示されました。 

 

村田委員 

 避難所について防災上からの補助金が期待できるということですか。 

 

学校教育課施設係長 鈴木 

 令和６年度に新たに空調設備臨時特例交付金として創設され、多くの市町村が取り

組んでおりません。矢吹町で中学校にエアコンをを設置するため、令和６年度に設計

を行ったと情報がありますが、他の市町村は周辺市町村の動向を見て判断したいと聞

いています。 

 

勝又委員 

 関連して、避難所となれば学校教育課だけの範疇ではなく、課同士の連携として進

めていく事になりませんか。 

 

学校教育課施設係長 鈴木 

 体育館の主管課として学校教育課が主導しますが、国の動向や意見交換など防災課

とも連携を取っています。防災課からも、避難所となる体育館のエアコン設置をなる

べく早く進めて欲しいと要望を受けています。 

 体育の授業や部活動、さらにスポ少への貸出など調整しながら、財政上の資金準備

もあるので順番を決めながら進めていきたいと思っています。 

 

教育長 

 西郷一中で体育館の吊り天井の工事を行っており、次は西郷二中となるが、工事が

重なるためどの段階でエアコン工事を行うか検討中です。校長会でもお話ししたが、

エアコンについて国も積極的に動き出しているので 12 月補正で設計を計上し、来年

度予算編成時に順次進められるよう予算要望し、なるべく早く子どもたちの健康・安

全のために対応していきたいと思っています。 

 ほかにありましたら。 

 よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 

教育長 

 議会に提案してまいりますので、よろしくお願いします。 

 今、16 号議案についてご説明、そしてご質問いただきましたけれども、何かご異議

ございましたらお願いいたします。 
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 よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 

教育長 

 なければ、第 16 号議案について、賛成の方は挙手をお願いしたいと思います。 

〔賛成者挙手〕 

 

教育長 

 ありがとうございます。 

 挙手全員ということで、承認されました。 

 

議案第 17 号 西郷村立小中学校準公金取扱要綱（案）について 

 

教育長 

 続きまして、議案第 17 号につきまして、議案のほう進めていきたいと思います。 

 西郷村立小中学校準公金取扱要綱（案）についてということで、事務局のほう説明

お願いします。 

 

学校教育課課長補佐 高内（議案第 17 号を説明） 

 

教育長 

 各学校に既に要綱はございますが、公金に対する様々な問題に対応すべく、県の要

請で教育委員会としての要綱設置を提案しました。 

 この内容について、何かご意見やご質問等あればお願いいたします。 

 お願いします。 

 

村田委員 

 通帳の出し入れについて、どのような手順で行いますか。 

 

教育長 

 通帳は、主に事務職が管理しており、事務室や校長室の金庫で保管しています。校

長や事務職に確認して通帳の出し入れや手続きを行い、学期ごとに処理の方法などの

点検を必ず行っています。 

 

村田委員 

 第７条第３項の規定に、通帳と届出印の保管者と別の保管場所で管理するとあり、

管理者は校長ですか。過去の監査経験から通帳や届出印の管理がずさんなところは不

正支出につながる事例も見られました。また、押印も校長が行い、鍵の保管も行って

いますか。 

 

教育長 

 管理は校長と職員で分担しており、校長が金庫を管理して印鑑や通帳などを保管し
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ています。事務処理に際しては、どこの学校でも校長が押印することを徹底していま

す。 

 お願いします。勝又委員。 

 

勝又委員 

 第８条に会計担当者とありますが、担当者は一般教職員ですか。 

 会計担当者が教職員では負担が大きいのではと感じました。働き方改革に逆行する

と感じてしまいました。 

 

教育長 

 担当者は教職員です。先生が取扱うものとして、給食費や教材費等があり、給食費

は無償化され、教材費等は保護者からの銀行振込みになったと事務職の会議で聞いて

います。先生方の負担が軽減されたと思いますが、難しい状況ではあります。 

 

村田委員 

 第９条の規定により、現金収入があれば金融機関に預けることになり先生が行うこ

とになると思います。現金を扱うことは負担が大きいですよね。 

 

教育長 

 入金などは用務員にお願いしています。私の頃は多くの通帳を持っていましたが、

額も昔ほどではなくなってきたと思います。学校でも会計担当を副担任や学年で行っ

たり、学校全体のものは事務職が請け負ったりと先生があまり持たないようにしてい

ると思います。 

 よろしいでしょうか、ご質問等。 

 それでは、何かご異議あればおねがいします。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

教育長 

 じゃ、異議なしということで、賛成の方は挙手をお願いしたいと思います。 

〔賛成者挙手〕 

 

教育長 

 ありがとうございます。 

 全員ということで、議案第 17 号につきましては承認いただきました。ありがとう

ございます。 

 

報告第 14 号 西郷村の望ましい教育環境のあり方に関する方針について 

 

教育長 

 引き続き、報告第 14 号ということで、西郷村の望ましい教育環境のあり方に関す

る方針についてということで、こちらは、事務局のほうお願いします。 
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学校教育課庶務係長 角田（報告第 14 号を説明） 

 

教育長 

 質問ごとの回答の傾向を見ると、小学校の複式化対策については「必要」という傾

向がかなり高く、また、統合への賛否は約６割が「おおむね賛成」という結果が出て

います。中学校においても同様の傾向が見られました。 

 学校区ごとや年齢別に分けて分析しましたが、どの項目で分けて見ても、全体の傾

向は変わらないことが分かりました。特に年齢別では、年配の方の反対が多いかなと

思いましたが、逆に７割が賛成という結果に驚いています。 

 このアンケート結果は、後ほど改めて確認していただき、今後の検討に生かして、

参考にしていきたいと思っています。 

 このアンケートのことで何かありましたら。 

 

佐藤委員 

 この結果について公表しますか。 

 

教育長 

 公表を前提にアンケート調査を行いました。ただ、全体だけで良いのか、学校区ご

とや年齢別に表すなどどういうふうに公表するのか考えているところです。関心のあ

る統合については、学校区や年齢別などの比較を示して詳しく説明し、それ以外につ

いては全体的な傾向を説明したいと思います。 

 これから地域懇談を予定しており、ある程度この結果をお示ししながら地域にお話

を進めていきたいと思っています。 

 

村田委員 

 アンケートご苦労様でした。保護者の回答が３割だったことで、配布回収方法はど

のように行いましたか。学校で回収しましたか。 

 

学校教育課庶務係長 角田 

 学校を通して、小・中学校の保護者の方は配付させていただきました。回収は、（学

校教育課へ）直接郵送かウェブで行いました。 

 また、小・中学校に兄弟がいない未就学児だけのご家庭には直接郵送し、地域の方

2,000 人を抽出して郵送しました。 

 

村田委員 

 現役の親御さんの関心が集まると思っていました。７割は関心がないという事です

かね。 

 

教育長 

 私も驚きました。もっと集まると思いました。 
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村田委員 

 私の印象として、言いにくいことですが、設問の仕方が多少誘導的な感じがしない

でもない。統合を前提にしたアンケートとなっているという批判に耐えられるように

しなければならないと感じました。 

 

教育長 

 基本、提言を元に、進めてきたところがあるので、そういうふうに思われてしまう

ところがあるのも仕方がないですね。 

 

村田委員 

 個人的な意見ですが、例えば、統合によるデメリットや小規模校のメリットもある

はずだし、総合的にバランスが取れている感じになった方が良かったと思います。 

 

教育長 

 今後、教育委員会としての方針を固めていく必要もあるので、次回の教育委員会で

方針について検討していきたいと思います。アンケートや保護者、教職員、子どもた

ちのワークショップをもう一度見て頂いて一緒に協議していきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

 この点についてはよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 

 

 終了    午後 ３時３２分 

 

        令和 ７年 ９月 ３日 


